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1　 目 的

　 読 解 を 規定 す る もの と して ，文字 の 大 きさ ・その 閾隔

・行 の 長さな ど の 客観的要因 と ，読手 の 主観的要因 とに

二 分す る こ どがで き る 。 後者 は ，さ ら に 読み 手 の 家庭環

境 ・学校環境，教授法な ど の 礫境酌要 因 と，知能 ・性幣

・性 ・生理 的条件 ・文字 の 知識 ・語彙な ど の 個性的要因

と に 二 分で ぎるで あろ う（1）。

　さて 人間誉 語 の 特徴 は 単語 と 文字 と の 二 元性に 立っ て

い る 。 し た が っ て ， われわ れが文 と 考えて い る もの は ，

分割の 手が か りの ない ひ と っ の 全体 （un 　tout 　g！obal ）

で は ない  
。 　 文 を 分割す る 手がか り と な る の は 単讌 で

あ る か ら， 文を読解す る こ と は ， 単語間 の 関係 の 理 解と

い うこ と を そ の 本質的な出発点 と し ，さらに は ， 文 と 丈

と の 関係 の 理 解 へ 進む もの と 考えられ る で あろ う。 それ

ゆ え，個性的要因の うち で ，
こ の よ うな語関係 や文関係

の 理 解は ，読解 を規定す る基礎的要囚 と 息われ る。

　 こ の 意味 に お い て ，本調 査 は ， 国語科に お け る 学業不

振児 （た だ し ， 国語科 の 成績 不 良 の 者 を さす）が優秀児

に 比 べ て ，語関係や文関係 の 理 解 と い う点で ど の よ うに

相 違 して い る か を 明 らか に し，ひ い て は 国語科教育法改

善 の た め の 基礎資料を提供 し よ うと した もの で あ る D

皿　方 法

A ．第 1調 査

　 a ．問題形式 困難度に 応 じ て 5 種 の 形式 を 作 成 し

た 。 各形式 に は い ずれ も次 の 問 題 領 域が 含 ま れ て い る 。

＊
　　Psychological ＄tudies　Qn 　learning　 of 　scho −

ol　subjects ： III．− Ch 量ldren　of 　inferior　ability
in　Iearning　the 　Japanese　language−
＊＊ by　 Miyoshi ，　 Minoru ＆　Koura

，
　 Ichiro

（HirQshima　Universlty）

　 b ．問題領 域剛 ユ個 の 文 に お け
’
る主語 の 理 解 （V ）　1 個 の

文に お け る述語 の 理解囚省略され た 主語 の 理 解 目 主語 と

述語 と の 距離を異に した とぎの 主 語 お よ び述語 の 理 解 。

  回 團 は 語関係 に ， レ，は 文関係に 関す る 問題 領域 で あ

る 。

　 c 。調査問題側 の 踞題 と して は，溝造上か らみ た 3 文

種 （単文 ・複文 ・重丈） と機能上 か らみ た 3 文種 （陳述

夊 ・感歎文 ・疑問文，た だ し命令交で は 主語が な い か ら

問題 の 作成が不 可 能） と を組 み 合わ せ た 9 問か ら購成さ

れて い る 。 （n）の 例 は 次 の よ うな もの で あ る 。

　み ち お さ ん は 1 ね ん せ い で す （第 1 形式 ・単文 ・陳述

　文），　 エね ん せ い は （1 ．ま さ お さん， 2 ．み ち お さ

　ん ， 3 ．は る こ さん ，4 ．か お る さん ，＊ ．わ か りま

　 せ ん ）で す 。

回 の 問題もこ れ と 同 じ よ うな 9 問で あ る 。 回 の 例 と して

は，

　た け し さん は ほ ん を よみ ，さち こ さん は えをか きま し

　た （第 2 形式 ・重文 e陳述文）。 た け し さん は ほ ん を

　ど うした の で すか （1．か い ま した，2．か きま した，

　 3 ，よみ ま した，4 ．か ぞえ ま した，＊ ．わ か りませ

　ん ）。

囚 の 問題 は，第 2 の 文 に お い て 省略 され て い る 主語 を 第

1 の 文 か ら探 し出 させ る もの で ，第 2 の 文が単文お よ び

複文 と機能 上 の 3 文種 とを 組 み 合 わ せ た 6 問か ら髄成さ

れ て い る 。 囚 の 例を 次 に 掲げ る。

　ひ っ じの よ うな くもが み え ます 。 ほ ら，お み や の あ る

も りの うえ を と ん で い くよ （第 3 形式・複文 ・感 歎文）。

　と ん で い くの は （1 。か ら ち　2 ．ひ つ じ，3 ．くも

　 4 。は と ，
＊ ．わ か りま せ ん ）で す。

←〕の 問題は ，

　そ の うちに つ きが ひ が し の そ ら か らで て きま した 。

　っ きが そ の うち に ひ が しの そ ら か らで て きま し た 。

　そ の うち に ひ が し の そ らか ら つ きが で て ぎま し た 。
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　 （第 2 形式中の 例）

の よ うに ，述 「｝に 対す る i ， の h｛二離 を．とに した 文 に つ い

て ， そ れ ぞ れ 主競 と 述 lrlTと を 理 解 さ せ る もの で，6i ・冒か

ら で ぎて い る。 目 は 第 2 と 第 3 と 弟 4 の 形式 に の み含ま

れ て い る。

　した が っ て ， 第 1 と第 5 の 形式 は 各241 −， ，」］の 形式 は

昏30問か ら構暖されて い る z

　　開係や 文関係 を 理 解す る に は，文中 の 、r，1の 意味 や 読

み を 知っ て い る こ と が前提条件 で あ るか ら ， 関 係 の 理

解そ の もの を 検す る の に は ， 問趣 作成に あた り 文 字 や

語 意か ら生 ず る 抵 抗 を あ らか じ め 除い て お く必 要 が あ つ

た 。

　 こ れ らの 罔題は T 広 ei
・
v　iJの 小 ・1−P学杖各 2 校 訐 812名

に あ ら か じ め 実 施 し ， だ い た い 道当 で あ る こ と ガ 僻 う、め

られて い た 。

　 d ．，再査対
Xs

小学咬 2 年 お よ び 5 年
・中学佼 IL年の

「巳

童生 復二，各 学 年 と も広 島 け内 3 ｛入 と JL ハ IS　31交，　［
’686

名 。
こ の な か か ら国

⊥
叫成横 上位 の 者を各浜に っ い て 各

学年 か ら 男女それ ぞれ 5 名ず っ ， 下 位 の 者もこ れ　rf．1∫致
を 1由 liし た。した が っ て，人 級は 各 学 年 120 名 ，計 360

名 で あ る、，

　 e ．学乍と 遭用 形犬小学校 2 、1に は 第 1 と 策 2 彰式，

小 ｝：校 5 け こ は 頭 2 と 弟 3 と 第 4 形式，中学校 IL　11に は

弟 3 と 第 4 と 拓 5 形式を ワえた 。 し た が っ て ， 小学校 2

年 1こ ：ま　何）、18「町，　〔ロ ｝　18問 ，　｛ノx）　12問 ，　←＝ ｝　6 「”．；　d丶Lゴ 校

5 年 ここ i’t，　〔イ｝　271F・∫，　1：1」1　271卩」，　？勺　Z81F，∫，　團 　1811 ；　ヰ」学：

kl　Z 且．1．’こ ま々　［t）27卩耀，　1卩 〕　27 卩亅可，　〔ノN）　181 ，亅，　←：｝　12「」を ．／
ゴ

え．た こ と に な る。

　 fv　
−
『査 i5JJ、「」和132　、．3 〆FIo

B ．第 耳調査

　 a ．問 魍 影 式 弟 III在に 同 じ 。

　 b ．問 速 僚域 兩 鉦 示 ｝の 理 解，1へ）逆抜開 系の 理 解フ酎

順 1．乏関係 の 埋 解。い ずれも文 と文 との lk
’
係 に 関す る もの

で あ る。

　 c ．IJilrltJdi 　嗣 の 問 二1と して は ，卸 2 の 文 ［Lこ あ る

生lJ
−
｝の 息 味す る もの を第 1 の 交中か ら爍 し

III
［させ る 可

遜 を 作 成 し た ゆそ の ば あ い ， 第 2 の 文 は 謄這 上 の 3 文重

と：震能上 の 4 文唾 とを組み 合わせ た 12同，メ 験 り れ る 。

姻 の 例 と し て は ，

　 e れ い な うん ど うば で す ね。に い さ ん た ち が や ぎゆ う

　 を し た の は こ こ で すか （弟 2 形式 ・妙 文 ・疑問文）3

　 1

．
こ 一」 と い うの は （1 。こ うえ ん ， 2 ．きれ い な と

　 こ ろ ，
3．み ち，4．うん ど うば ，＊ ．わ か りま せ ん ）

　 の こ と で す 。

　8 の 問魍 は ，主 と して第 1 の 文 とヂ 2 の 文 と の 鬨係か

ら抜就詞 を 選択す る もの で ，同 じ よ うに 121肋 ・らで きて

い る 。 鱈 の 例 は 次 の よ うな もの で あ る。

　秋に な つ た と い うの に ，こ と しは い っ ま で もあっ さが

　っ つ く。 　（1 ．そ れ で ， 2 ．だ か ら，3 ． しか し，

　 ］。そ して ，＊ 。わ か りま せ ん ） さすが に ，け さ な ど

　玄気 もひ や や か に 澄み ，風 の は だ ざわ りもこ こ ろ よ い

　 （第 4 形式 ・
重文

・陳述文）。

｛ト｝の 問 題 も囚 と 同 じ く12問 で あ る。（b）の 例 と して は，

　述命 とい うもの は，努力し な い 著に L 開 け ませ ん
。

　 （1．しか し ， 2 ．けれ ど ， 3．だ か ら ， 4．す る と，

　 ＊ ．わ か りま せ ん ） あ な た は ，辻 ん で 臼分 の 運 命 を ぎ

　 り同 きな さ い （第 5 形式 ・t

）
t

文 ・命令文）e

　 こ 5 して ，どの 問退 Q域にっ い て も各形弐 に 121旧ずっ

の 同 ∫遜が含 まれ て お り，
こ れ らの 馬 題は ， 広島南内小中

各 1 校計 404名 に 実施 し ， だ い た い 適当で あ る ； と が硝1

か め られ て い た。

　 d 。調査寸憩　広 島市内の 小 ・中学校各 3 校，近郊の

小 中゚学陵各 3 校 ， Ii

’
1『12 較の 各学年 1学皺ずっ 計2579名

に 実施 。 その 中か ら， 各学厭に っ き ， 国 1，扇 匝）成績 上位

の 者男女各 5 名，下位 の 者 もこ れ と 可数を袖 出 した。し

た が っ て ，中
’
》佼 で は 上 泣 180名，下 位 180 名，小学

校 は そ れぞれ 360名ず
v
二），総 卜1080名 の 児 亡 生 徒 で あ

る。

　 e ．学年 と 適用 形式．小 学 校 1 ，2 ヰ に は どの 巳 還 領

域 に っ い て 毛第1 と 妬 2JI彡式 ， 小
」
r 交3 ， 4 年 に は 弟 ユ

と第 2 と 弟 3 形ん 小 胎 虻 5 「．こ は 第 2 と第 3 と 第 4 形

戈，小学使 6年以 上 に は 第 3 と 菷 4 とノ；5 彦武を あ た え

た u した が っ て ，ど の 罔 」債域旨こ B い て も， 小学杖 1 ，

2 敏 よ24司 ，他 の 学年 は 361］与 え られ た こ と に な る D

　 f．vi査寺期　昭和33年 2 ．II− 3 月。

皿Σ 結 果

　 a ．文 の   迭か ら み て 　 1 『題 領 域 困 と 〔司 と を 含わ せ る

と ，1 形式中 」L 以 文 。瓢 丈 。重文 と も 6 】｛llずつ 含 まれ て

い る。し た が っ て ，2 形式 を 受検 し た 小 2 で は 各文 蠱12

11日ず つ ，小 5el −PI は 3 ・］1彡式 受 検 し て い る か ら18il可ず っ

解答し た こ と に な る。そ こ で ， 戉綴餅 ・文直 ・地 域 。性

を 要 因 と し て 客要 因 ご との 平均 王 谷ゑを 算唱 し分 峡分 析

を 行な うと （た だ し X2 検定 の n“ 危険率が 5 ％ 以下 で

一
亅汾 散 の 1融 1娠 り が棄却 され た ぱ 震，

い に は 行な わ な い ，

以 後も こ れ に 1司じ ）Table 　工 と な る （或中
＊ は 5 ％ ・

＊ ＊
は 1 ％ 水 W を 示 す）． 科 認作 1」が み られ る の で さら

に 詳 細 に 分析し 上 下差の 有意性に っ い て F 検定を行 な つ

た 結果 が Table　 2 で あ る （ナ中 X は 勇散 の 不等質を， ＊
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Table 　 1

学

年

問

題

数

平

均

要 因 祁 　互 作　用

上

 

下

 

単文　棲文　重文　　1都市
　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

  　 　 　 　 　 　  

近 郊 男 　 　女

1〔）．1＞　9．6　　　1　0，6 ＜ ユ0．0

15．3＞ 14．7　＊＊　114．9く 15．1

そ

の

他

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

2i12 ．g．8

5・118115 ．0

瑁 ・8i ・4・3

10．8＞ 　8，8　＊＊ 　…

16．1＞ 13．9　＊＊　1

16．2＞ 12．4　＊＊　：
　　　　　　 」

10，1＞ 10．0＞ 　9．4

15．4＞ 14，2〈 15．4　＊＊

14．8＞ 13．4く 14．7 ＊＊ ・4・… 3・… 1・3・… 4・・8 ＊＊

．

＊

＊＊

Tnble 　 2

文　種 1　　 単　　文
　 L−　 　　 、．．．　 一　．

複　　 文 重　　 文 計 i

地 　域　 都 市 近 郊 郷 市 近　郊 都　
．
市 近 　郊 性 　 地

．．

劇
総

計

向广尸．
性 i男 ガ　 1

．鹵．一」广广、

馴 勾 男

ヒL1」

1女 男 i女 男　 女 男　 女 1 男 i女 都 lr了
：

近郊
　 　 ＿　　　

i

25

∬

学

年

＊

＊　　　 ＊　　　 ＊＊　　 ＊＊

＊零　 　 ＊　　 　 ＊＊　　 ＊＊

＊＊ 〉く
＊ピ

　 　 　 　 　 　 　 ＊＊　 　 　 1
＊＊　 　 ＊＊ 　　 　＊＊　 　 ＊＊ 　　 ＊＊ 　

！
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　唄 1  

＊
．

＊

i2  

＊＊ 　 ＊ 旨  
　 　 　 L

1　 　 1  

2   　 22

  　1  

1・  ・ 1  1  1      1  1  ［ 1   i33
  ： 5   　4  

1　12
 

2   ・ 4  

1   i2  

計 4        

4　   

  　1 ・ 

　 　 4　  

Table 　 3

4  

   

学

年

単 丈

．．ヒ　 　下 P

25

矼

11．0＞ 9．2

16．5＞ 14．3

16．4＞ 13．2

．02＞ p ＞ ，01

．OOi＞ P

．001＞ p

複 文 伶薗 文

上 　 　下 P ⊥ 　 　下 P

11．1＞ 8．9 　　．01＞ p ＞ ．00工

15，3＞ 13．1 　　．001＞ p

15．6＞ 11．1 　 ．001＞ p

10．5＞ 　8．3

16，4＞ 14．4

ユ6、7＞ 12．8

．01＞ p ＞ ．001
．01＞ p ＞ ．001

．001＞ p

Tuble 　 4

学

年

問

題

数

平
　 　卜

．．．．一 一一一

　　…　 　  

均 …上 　 ド

要 因 相　互　作　 用

2i12
　 ’

毎1欝

9．815

，014
．3

10．8＞ 　8、8　＊＊

16，1＞ 13，9　＊＊

16．2＞ 12．4　＊＊

 

陳　 感 　 疑

10．5＞ 　9．6＞ 　9．3　＊＊

15．4＜ 15．7＞ 13．8 ＊＊

14．3＜ 14．9＞ 13．7 ＊＊

 

都 　 湘

 

男 　 　女

10．1＞ 　9．6

15．3＞ 14，7　＊

14．7＞ 13，9　＊＊

9．6く 10．0

14．9く 15，1

13．8く 14．8 ＊＊

そ

の

他

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
X
 

 
×

 

k°

＊＊

は 5一ユ％ の 水準，
＊寧は 1 ％ 以下 の 水準， 計 と 総 計欄

の 数掌 は
＊

の 個数，○ は
＊＊

の 個 数 を 示す，以 下 こ れ に 同

じ ）。

こ の 表か ら学年の 進む に つ れ て 上 下差 の ます ます顕著 に

なる こ と が曙らか で あ る。さ．らに 文種別 ・学年別 に 上 下

群 の 平均 正 答 数 の 差 を t 検定に か け た 結果 は ，Table　 3
の よ うに ， 上級 学年に な るほ ど危険率が 低 くな る。

　b ．文  機鮨か らみ エ　前項 で 収鍬 っ た 資料を 機能上

の 文種 か らみ て 分散分析 を行なっ た 結果お よ び 諾鰭liに 分

析 して W 検定 を行なっ た 結果 が ， そ れ ぞ れ Table　4 ，

Table　5 で あ る s 　Table　 5 か ら・や は り高学硲に な る ほ

ど．ヒ下 の 差 の 顕著に な る こ と が わ か る 。 さらに 文種腦 ・

学年別に 上 下 群 の 平均 正 答数 の 謔を t 検定 に か け た 結

果，Table　6 の 示 す よ うに 高学年が 危険率は 低 い 。

　 ・ ．…畷   有無竺烈
・
工 問題領域瞭 よ省略 され た 主

語に つ い て の 問 題 で ， 小学校 2 年で は 2 形式中に ユ2 問

一一177一
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Table 　 5

文 種 ： 錬 述 文 1 感 歎 文 疑 閥 文 計

地 域 1 都 劃 近 矧 者闘 一 近 1・IS　i都 司 近 郊 　 性 地 域

性 引 ・ 湧 1司 剃 ・ ・ 女 ・ 園 剃 ・ 1
内．

・ 匡 酬 近

学
・ 「将 　 　1 ・ ［＊ ・

「 1
＊ ・ 　 　 1・  i2 ・  ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × 　 ＊ 　 ＊＊ 　3 　 　1   　 　 　 4  　 5 ．　 　 　 　 ＊ 　 ＊
．

　 　 　 　 ＊ 　 ＊＊

年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊   1   1   i  　 9 ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

総

計

計

釧 ・ 圃 ・  1．  1  ・  1・ 

「

・ 
．
  ・  1  i

・釧 ・釧   　 ・  　 ・  「 面

4   2   2  

4  
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4   2   旨 6  

　 　 1
8  

Tab1e 　 6

学 陳　 　 述　　 文 感　　 歎　　 文 疑　　 問 文
「一

年 上 　　下　　　　　 P 上 　　下 　　　　　 P 上 　　下 P

2 11．4＞ 9．6

5　　　　　　16．5＞ 14．4

　 　 16．4＞ 12．2

．025＞ p ．Ol

．OO1＞ p

．001＞ p

10，9＞ 8，4 　　．005＞ p ＞ ．00工

16．9＞ 14．6　　　．OOI＞ p

16．9＞ 13．0　　　．001＞ p

10．3＞ 8．4 　　．05＞ p ＞ ．025

14．8＞ 12．8 　 ．001＞ p

15．5＞ 1L 　9　　　．OOI＞ p

Tabie 　 T

学

年

25

問

題

数

ρ
09

質 19

平

均

4．6
．

7．07
．1

要 因 相 互 作 用

　  

上 下

   

re］　一 略主 単 綾

5．1＞ 4、工　＊＊

7，6＞ 6．5　＊＊

8．0＞ 6．3 ＊＊

 

近都

4．9＞ 4．4 ＊＊ ： 4．8＞ 4．4 ＊＊ 　4．8＞ 4．5 ＊

7，5＞ 6．6 ＊＊ 　7．6＞ 6．5 ＊＊ 　7．2＞ 6．8 ＊＊

7．0＜ 7．3　　　 17 ．4＞ 6．8　＊＊　　7，3＞ 7，0
　 　 」

　 　 　 　 Table 　 8

 

男 女

4．5く 4．7

7．0く 7．1　．

そ

の

他

 
X
 

 
×

 

 
X
 

 
X
 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
X
 

 
X
 

 
×

 

i6
・9＜ 7・41

　 ＊

＊ 　 ＊

　 1 　 単
文 種

l

　 I

文 複 文

有 　主 　 略 　主 有 　主 　 略 　主

　 　 1
計 　 1 総

撃∴障∴ 陰 蘇 襯 ∴ 毒1鳶1籌
＊

　

＊

25

∬

学

年

　 　 ＊

＊ 　＊＊
．

＊＊

＊ 11 ＊＊

＊＊

×

＊＊ 1＊＊ ＊ 　 ＊

＊＊ 1

・

1
一 聯

壁
一 1 ＊

＊

＊

 

 

 

2
　
2
　

2

 

 

 

2
　
　

4

・ 1・ ゆ ・  1  ゆi
．
・     1  ・ 1・  ・ L ・ 2

4　i・  i   　1・  　　  　　2   　　・　　 36
  6  

2   2  

1P  

・  1・ 

5   7  

　 i

計

計 …
　 I

　 i
　 I
　 1
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ハ
0
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12  

一 178 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

三 好 ・古浦 ： 国 語科 に お け る 学業不振児 43

Tab 置e 　 9

学 　　 　有 主

年　上、 下 P

略　 　 　主

上 　 下　　 　P

1畿 言：1跳
°゚1il

：！；：：1
皿　　7．9＞ 6．1　．001＞ p　　　　　8．1＞ 6．4

．Ol＞ p ＞ ．001

．0工＞ P＞ ．OOI

．001＞ p

（単文 6 。複文 6 ）， 他 の 学年で は 3 形式中に 18 問含 ま

れて い る 。 した が っ て ，各文拯は それぞれ 6 問 と 9 問 と

に な る 。 こ れ らの 問題と対応す る の は ， 問題領域   の

中の 単丈 と 複文 と で あ る。　囚 で は孟語が 省略され て い

る が，  で は 省略され て い な い 。ま た ，問題数も同 じ。

そ こ で ， 成績群 ・主語 の 有無 ・丈種 。地域 ・性を 要 因 と

し ， 要因 ご と の 平均正答数を 求 め 分散分析を行な うと ，

Table　 7 とな り，さ らに 詳細 に 分析 して F 検定に か け た

結果 は Table　8 で あ る 。
こ の 表か らも， 高学年で 上 ドの

差が 顕著で あ る と い え よ う。 さ ら に ，主語の あ る 文 と な

い 文 と に つ い て ， 学年別 に 両群 の 平均正答数 の 差 に つ い

て t 検定を 行なっ た 結果 は ，
Table 　9 で あ り， こ こ か ら

も，上 級学年 に な る ほ ど 上 下 の 差 の 危険率 が 低 くな る こ

と は 明らか で ある 。 なお ， 省略された 主甜を理 解す る こ

と は ， 上級学年 に なつ て 純国語的な文 に なれ て くる と ，

主語 の あ る文 に つ い て 主語 を 理 解する こ と よ りもか えっ

て 容易 と な り， しか もそれは ， 主 と して 複文に っ い て 妥

当す る とい われ る （3＞
。

　 d ．主語 の 位 置 に つ い て 　問 題領域目 で は ， 述 語 が 近

くに あ る文 。遠 くに あ る 文 。中間に あ る文 ， それ ぞれ 1

形式中に 2 問 ず つ 含 まれ て い て ，い ず れ も主 藷 に 対 して

述 語，述語 に 対 し て 主語 を 理 解 させ る 問題 1 問ず っ か ら

で きて い るg し た が つ て適 用 形式か ら 考 え る と ， 遠 く

に あ る主語を理 解す る 閊題は ， 小学校 2 年 1 問 ， 小学校

5 年 3 問 ， 中学校 ll年 2 問で あ る。他 の 文 種 もこ れ と同

じ。 そ こ で 成績群 。主話 の 位蠶 ・主語 述 語 の 理 解 ・地

域 ・性を要因 と し ， 学年別に 平均正 答数を筑出して 分散

分桁を 行 な っ た 結果は Table　IG， 詳 細 に 分析し て F 検

定を行 な っ た 結果 は Tablc 　11 で ある 。 後者 か ら上級

学年 に な るほ ど 上下 の 差 の 顕著 に な る こ と が 認 め ら れ

る。な お 主 語 が 中闇 に あ る 文 に っ い て そ の 主諾を 理 解す

る こ と は ， 小学 4 年を転機 と して 以後 ， 遠い 主語を 理 解

す る こ と よ りもか えっ て 困難に な る こ と が認 め られ て い

る （3）
e

Table 　 10

学

年

問

題

数

平

均

2110 ．82
　 亅
5122 ．32

皿 ・1・ 55

要 因

 

上 　　下

 

中　 遠 　 近

 

主 　述 　i都
  　 ［  
　 　 　 　

市 1男　女

　　　j

相　互 作 　用

O．90＞ 0．74＊＊0，80　＝O，80 ＜ 0。90

2．55＞ 2，09 ＊＊2．13＜ 2，23 ＜ 2，61 ＊＊

1．76＞ 1．35 ＊＊ 1，41く 1．54＜ L71 ＊＊

そ
の

他

 
×

 

 
X
 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
x
 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

 
×

 

0，73＜ 0．94＊＊
10
．85＞ 0．79 ＊ 0．79 ＜ 0，85 ＊

2．12＜ 2．53 ＊　2，41＞ 2．24　　2，36＞ 2．28

1、41く 1．70 ＊＊ 1．54 く 1．56　　1，53く 1．58

＊

寧 ＊

＊＊

＊

＊

Table 　 11

主

文 種 一 一．− t．・．一 一．一一 …一一 一
7
’一 一

中

　　　
’
語

遠　 　 　 　 近

述
』
議

中

地 域

性

25
学

都

男 女

　 　 　 　 　 ＊

年
・ 目

＊

紳

近

遠 近 1
計

都 近 副 劃 訓 劃 劃 剰 都 障
男國男

＊＊

＊

＊

女

・q ・t  目・t

性 地 　域

・1姻 姻 ・塵 i・国・1娩 1・回・ ・両画
一

珥寓 近 1

総

1　 　 ｛

　

1＊ 1＊

計

・i・il
・  1  1・ 1・

［下諏1
＊＊

2

2  

＊

k

3

際 膿 ｛
1欝陣一 ・ ・ 

計

．
i・dl ・ 

…

「4・ 

馴聯 轟 嬲

2　 　 　 　 　 　 2
　−．一＿ 、一」＿＿．一一＿ 一一＿．，

2

7　  

4   工   4  

9　  

16  
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Table　12

　 ・　 1

瀏1翫 冨

下

要

、．〆
．
黔一戸丶

囚

主 述

2 吐85127

　　
II　

127　，

都

 

近

14．7422
．4921

，45 籔i鰻難ilii灘灘蝋i三illi＊＊

　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　 　　　　　　　　　　　 Tuble 　13

　
　

そ

の

他
　

用

 
×

 
一

作

 
×

 

　
一

 
×

 

互
・

 
×

堕

騰
陣

　一一

 

一

女男
．

＊

文 種 1　　 主

地 域 1　 都

性 　 男 1女

語

近

1

［男 女
一
＊

R一
 ．
π 話

〜者

勘 　21 ＊＊

子
畠
　　　 1

　 　 5　…

年 皿 1 ＊＊

　
I
　　l

ト
  1 

＊

＊＊

1  

男女男
．7

［
’
7

　 　 ＊＊

　 L

女

卜！

×

将

　　1　 1 ×

　　1　　
＊

＊＊　 ．　 ＊　 　　 　＊＊

　 　 し
　 　 　 　 　 1

占
P

＊

＊

＊＊

計

　　姓 　 1 地
　 　 　 　 　 1

釧 女 　 都
一一一．．一一」　　　　 L − 一一

　 　 　 し　 　 　 　 　 　

　   … 2　
．

 

12 　 11 　 1
　 

11
  i1 

1  
．

  　　　　 2  
　 　 　 　 　 ＿　 一一．．− 1

　　2   　　　1
Table 　14

  　 11 ・  i2  i
　 1   　 　 　 　3  

　　　 4　 

　 　 　 　 　 1

　　12
 

14
 

i1 　　　　　 1

　　　　　 6　  

総

域
コ

重」

l l 

一璽
’1  

　 　 L5

 

学 ！　 　 主　 　 語

　 1・一 ．一一一
　
一．一．一

年
… ・ 　

『
ド 　 P

途 語

　 上 　 　 下

16．88＞ 工3．73
23．93＞ 20，68
24．38＞ 18．18

P

25

皿

15，65 ＞ エ2．・68 ．Oユ＞ P ＞ ．OO・ 1
24、27＞ 21．08　　．001＞ p

24，28 ＞ 18．93 　．001＞ p

　 e 。主 語 の 理 解 と述 語の 理 解 　問題領域何）は 「二語 の 理

解 9 悶，　 回 は 述 諮 の 理 解 9 問で ある か b
’
，2 形式 を 適

用 され た小学校 2 年は ，   18濁，（v ］18問 と な る Q 同様

に して ， 他 の 学年は 曾1回 と もに 27問ず っ 5i・え られた こ と

に な る。そ こ で ，成績群 ・主語 と 述語 と の 理 解 。地域 ・

性 を 要困 と して 平均正 答数を 算出 し ， 分散分析を 行 な っ

た 結果 は Table 　12， さ らに 詳紙に 分析 し て F 検定を行

な っ た 結果 は Table　 13 で ある 。 後者 か ら， 上下 の 差が

高学年に な っ て 顕 著 に な る こ と が わ か る 。 ま た，主 語述

語それ ぞれ の 理 解に っ い て ，学年別 に 上 下 の 差を t 検定

に か けた 結果 は， Table　 14 で あ っ て ，こ れ か ら差の 危

険 率が 1転次低 くな る こ と が 認 め られ る D

　 fny性瑳i　 Table　1，
4，12 か ら，　 L 舞学 1年 に 至 り

」

「生

差 の 矚 瞭に な る こ と が推 定 で ぎる が，ど の 表で も要因 

と の 聞に 相互作用 が 認 め ら れ る の で さ ら に 分析す る と，
一
ト
’
群 に お ける性差 の 顕差 で あ る こ と が わ か っ た 。

．01＞ p ＞ ．001

．001＞ p

．001＞ P

B ．第 ∬ 調 査

　 a ．上下両群 に お け る得点分布 の z2検

庫　指 示 語 ・逆接 ・順接 の 3 問 題領域の

お の お の に つ い て ，構造上 お よ び機能上

の 文種別 に よ る 学年ご と の 得点分布を 求

め ， こ れ を Z2検定 に
．
か け た 縮果 （・’X ， す べ

て ¢ ）ぱ あ い に 5 ％以 下 の 危険率 で 有意差

が 両 十洋間 に 認 め らオて ， ほ と ん ど の 場 合 に

0．1％以
一
ドの 危険率で あっ た。しか も， ⊥ 級学年 に な る

に っ れ て 危険率の 低い ばあ い が 多 くな っ て い た。 こ の

点 は，第 丁調 査 の 結果 と 岡 じ傾 向 を 示す もの で あ る 。

　b ．上下 面 佯に お け る正 蓉率開 の 差　各問題領域 に お

け る構造上 お よ び 機能．Lの 文種 に つ い て ， 上下両 群 の 正

答率 の 差を 求め る と，Table　15− 18と な る 。
こ れ らの 炎

か ら，　 （1）指示語 で は 単文 に 才δける 差が ほ と ん ど の 学年

で 最 も 少な く，複文 の それ が 小学校 4 年 以 後最も多い ，

  指示語で は 陳述丈 に お け る差がほ と ん ど の 学年 で 最

も多 い ，
1131i逆接 で は 複文に お け る 差が 小学陳 5 年 以後

最も少 な い ， 凶 全 問 題 領 域 を 通 じ ， 差 は小学校 5 年 以

後単文が最 も少 な く重文 の そ れが最も多 い ，　 （El全問題

領域を 通 じ，差は 小学校 2 年か ら中学校 1 年ま で 命令丈

が 最 も少 な い ， （6］機能上 の 文 種 に つ い て は
一

義酌な こ

と が い え な い ，　（7）閲題領域別 に み る と ，ほ と ん ど の 学

年 に お い て 指 示 語 に お け る上下 の 差が最も少 な い ， 小学

一
工80 …
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Table　 15

一
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校 5 年 以 後 で は そ の 値 が 常 に 指 示 語 に つ い で 逆 羨，次 に

順接 の 順に な つ て い る こ と が わ か る D

　と こ ろ で ， 問題領域別 に 両群 の 下E答率を み る と Tab！e

19が 示 す よ 5に ， 指 示 語 の 正 答率が 両 群 と も全 学 年 に お

い て 最高で あ り， 小学校 5 年 以後両 群 の 正 答率は常 に 逆

接 ・順接 の 順 に な つ て い る 。　 〔7〕は ， こ の 事爽 と関係 が

あ る と 思 わ れ る 。

　 c 。各登塾 せ登弖刻蓮璽萱i均重 答蜘 聖〜差と 正 答率

間 の 差　群別 ・問 題領域別 ・学年別 に各文種の 平均 正 答

数 を 算出 し ， そ れら相互間 の 差 に っ い て t 検定を 行 な い ，

5 ％以下 の 危険率で 有意差 の 認 め られたもの を示 した の

　　 Fig． 1
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る（本図 で は ， Fig．1に 示 した と

お り，構造上 お よ び 機能上 の 文

種閉 の 関係を そ れ ぞれ 3 角形 お

よ び 4 角形 で 表現 した。ごは単
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　さ ら に ，各鮮 に お け る各丈種 の 正 答率を 算出 し，それ

ら粗互闇 の 差を 示 した の が ，Fig．8 か ら Fig．19 まで で

あ る。溝造 上 の 文 種に つ い て は 単文 か ら の 差 を もっ て 示

し，機能 丘の 文腫 に っ い て は 陳述文か らの 差をもつ て示

した 。 した が っ て ，図 中下方 に あ る文種 の 方が ， よ り理
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解購難 で ある こ と を意味す る 。 縦軸 は 文種閾 の 差 （％）

を ，横軸 は 学年 を 示 し て い る 。

　 こ れ らの 図か ら次 の こ と が 明 らか で あ る 。 ｛イ脂 示 語 に

っ い て 　〔1構 造上の 文種 で は ， 学年 に よ るその 消長が小
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下群 で は 必ず し もそ うと は い え ない 。陵 し て 単夊 が 理解

容易 で あ る （Fig．2 ， 8 ， 9 ）。 （2）上鮮 で は 錬述文が小

学校2 年か ら同 5 年 まで 最 も理解困雌で あ るが，下群 で

は 小学 2 年以 後常 に 最 も理 解困難で あ る （F三g．3，10 ，

11）。 〔v 〕 逆 接 に っ い て （／）だ い た い 複文 単゚文 重゚ 交

の 雌｛に 理 解容易 と な っ て お り，複文 は 常に 重交 よ り も

理 解 されや す い （Fig，4，12，13）。 〔2）は じめ に 理解困

難 で あっ た 疑間丈 は ， しだ い に 理 解 され や す くな り， それ

に 比 べ て 感歎交や命令文 の 方が 理 解困 難 と な る （Fig．5

14，　15）。　　こ こ
一E・　1・ま，　日丑護⊇の 缶頁

1亢か ら み る と ， 陳述文 ・疑問文

。感歎文 と 命令 文 の 3群 に わ け

て み る の が 自然 で あ る よ 卸
「
こ 思

わ れ る。

　囚 、順 接に つ い て 〔1：1 ど の 群

に お い て も，単文 と 複文 と は ，

重文 よ りも常 に 理 解 され や す

い 。 複文 は は じ め の 単文 よ りも

理 解 され や す い が ， 小学校 5 年

頃を 転機 と して か えっ て 埋 解 さ

fitt「
こ く　く；なる　（Fig．6，　16，17）D

［2）ど の 群 に k｝i　］，，　，て も疑間文 が 最

も理 解困 難 で あ り，命令文 の 曲
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線 の 消長 は 疑閥 文 の そ れに 近 い （Fig．7，18
，

19）。 　こ

こ で は ，曲線の 傾向か ら み る と ， 命令文 と 疑問文，感歎

文 と陳述 文 の 2 群 に わ け て み る の が 自然 で あ る よ うに 思、

わ れ る。

　（：＝） 構造 に 関 し て b 〔1）と c 〔イ｝田 ，b 〔2〕と c 〔イ〕回 ，　 b

t3）と c 回 〔1），　 b ｛7）と か ら，次 の こ と が い え る の で は な

か ろ うか 。 理 解 しや す い 文種 で は 上 下の 蔑が 少 な く な

り，理 解 困 難な 文 雛 で は そ の 差が 大 ぎくな る と。た だ し

こ の こ と は 部分的 に 妥当す る と 考 え られ る 。

　 b 〔7）， c 回 ［／），　 c ｛ハ 1〔1）か ら ， 次 の こ と が考 え られ る

の で は なか ろ うか c 指 示 語 の 問 題 で は ，逆接 や 頂接 の ば

あ い と 異 な り，す で に 示 され て い る 第 1 の 交 中か ら，指示

語 の 意味す る もの を 選 び 嵩す こ と が 要 求 され る 。 しか る

に ， 逆接や 順 接 の 問題 で 1よ，2 個 の 夊意か ら両 者 の 関係

を 考 え 出す こ と が 要 求 され る。した が つ て ，階示語 の 問

題 の 方 が や さ しい 。そ れゆ え，指示諏 で は 低学年 に お い

て 理 解の 容易な 変合が 単文や 複文や 重文 の 間で ，順席不

11弓に な つ て い て も，結局 は 次第 に 単丈 ・複 文 ・重文 の 順
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に お ちっ い て い く。 逆揺iで は，

あ ま り構造 の 単純すぎる 1
’
文 よ

り も，や や 複 雑 な 友文 に お け る

方がか えっ て 閃係 の 発見 に 好都

合 と な る。順 該 で は ，は じめ は

迂斑 と ［．」様複文 ・草文 ・r交 の

願 に 理舷容易 で あ るが，後に は

指 虱川｝と 同様
丶
ii文 ・

成 文 ・下：文

の 鵬 に お ちつ い て い く。

　 園 　機能 に 嗣 し て ， c 回 12）

と c 囚 〔2：1 と を あ わ せ 考え る と

ぎ，こ の よ 5 に 逆接 と 順接 と で

文 の 誰化力 ＿な る の は，な ん

らか の 厘 出に もと つ くもの と 思

わ れ る 。 すなわ ち ， 蛛 述文 と 療
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